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問 2





問 1





　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　





条例





⑤ルールを守らせるための手段・方策について（罰則を設けることも含めて検討）





④ごみ対策等について





③水上バイクについて





②ビーチでの飲酒・喫煙について





①騒音対策について





その条例を作成した理由





【課題】





条例案





それぞれの案を持ち寄って話し合い，どの利害関係者からも納得の得られる内容の条例を


作ろう。　※単に項目を列挙するのではなく，文章化すること。





⑤ルールを守らせるための手段・方策について（罰則を設けることも含めて検討）





④ごみ対策等について





③水上バイクについて





①騒音対策について





②ビーチでの飲酒・喫煙について





その条例案を作成した理由





どのような条例を作ればよいだろうか。項目ごとに考えよう。





この問題を解決するためには，どのようなルール（条例）を作ればよいだろうか。利害関係者それぞれの主張を踏まえて考えよう。





　　年　　組　　番　氏名　　　　　　　　





【手続の公平性】


　「誰が決めた」ルールなのか（本件では町議会）ということや，その作成過程にルールの適用を受ける人たちが参加することの重要性について，意識することができたか。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　□　できた　　□　できなかった





作成したルールによって，


①社会の秩序を維持することができるか。　　　　　□　できる　　□　できない


②人々の活動が促進されるか。　　　　　　　　　　□　できる　　□　できない


③紛争が起こったとき，解決することができるか。　□　できる　　□　できない





【手段の相当性】


①目的達成のために役に立つルールといえるか。


　□　いえる　　□　いえない


　［理由］





②（過剰なルールではなく）目的に照らして，手段が適切といえるか。


　□　いえる　　□　いえない


　［理由］





【明確性】複数の解釈ができるような曖昧なルールになっていないか。


　□　なっていない　　□　なっている


　［理由］





【平等性】立場を入れ替えても受け入れられる内容となっているか。


　□　なっている　　□　なっていない


　［理由］





罰則を設けてまで他人にルールを強制することは適切か，（仮に適切だとして）その理由は何かについて，検討することができたか。


　□　できた　　□　できなかった


　［理由］





ルールの内容について





ルールづくりの手続について





ルールの意義・役割について








